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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リス
クや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、計画数値と異なる可能性があるこ
とにご留意ください。又、本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。
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Ⅰ．会社の概要

会社の概要会社の概要

設立設立 ：： 19801980年年1212月月
総資産総資産 ：： 841841億億6,8976,897万円（万円（0707年年33月期末）月期末）

株主資本株主資本 ：： 574574億億6,9586,958万円（万円（0707年年33月期末）月期末）

事業内容事業内容 ：： ●●ソリューションソリューション

●●関連製品関連製品
●●サービスサービス

代表者代表者 ：： 代表取締役社長代表取締役社長 和田和田成史成史

業績（非連結）：業績（非連結）： 0707年年33月期月期
–– 売上高売上高 ：：169169億億8,6218,621万円万円
–– 経常利益：経常利益：9595億億9,7469,746万円万円
–– 当期利益：当期利益：5353億億2,3412,341万円万円
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ＯＢＣのビジネスモデルＯＢＣのビジネスモデル

大企業、中堅企業大企業、中堅企業中堅・中小企業中堅・中小企業顧客ターゲット顧客ターゲット

都市部中心都市部中心全国展開（販売パートナーを活用）全国展開（販売パートナーを活用）地域ターゲット地域ターゲット

自社開発（一部外注）自社開発（一部外注）パッケージ：自社開発パッケージ：自社開発

カスタマイズ：パートナーによる開発カスタマイズ：パートナーによる開発
開発方法開発方法

直販直販販売パートナー経由販売パートナー経由

（リコー、キヤノン、ゼロックス等。（リコー、キヤノン、ゼロックス等。

富士通、富士通、NECNEC、、IBMIBM等のメーカー系。等のメーカー系。

地域独立系販社）地域独立系販社）

販売方法販売方法

個別ユーザー・個別ユーザー・

案件別システム案件別システム

ソフト＋ハードソフト＋ハード

基本業務システム（奉行１３製品）基本業務システム（奉行１３製品）

パッケージソフト中心パッケージソフト中心対象製品・システム対象製品・システム

SIerSIerＯＢＣＯＢＣ
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ﾊﾟｿｺﾝ業務ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰﾊﾟｿｺﾝ業務ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰ
のサイズ別分類のサイズ別分類

当社当社 Ａ社Ａ社 Ｃ社Ｃ社Ｂ社Ｂ社

大企業大企業

中堅企業中堅企業

中規模企業中規模企業

小規模企業小規模企業

LANPACK

Standalone

Jシステム

競合がほとんどい競合がほとんどい
ないゾーンないゾーン

Ⅱ．事業領域

高シェア 低シェア

新ERP
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Ⅱ．事業領域

当社のＰＫＧ・ＳＷ（スケール別）当社のＰＫＧ・ＳＷ（スケール別）

88万円万円2,6402,640本本ＳＯＨＯ向けＳＯＨＯ向けＪシステムＪシステム

都銀や地銀のユーザーである大企業や中堅企業都銀や地銀のユーザーである大企業や中堅企業
の事業所における銀行取引業務管理システム。の事業所における銀行取引業務管理システム。

１台のＰＣにて使用するパッケージ。１台のＰＣにて使用するパッケージ。

小規模の企業や、特定の担当者、部門内でのみ小規模の企業や、特定の担当者、部門内でのみ
利用する業務に対応。利用する業務に対応。

データベースサーバーとクライアントＰＣをネットデータベースサーバーとクライアントＰＣをネット
ワーク接続して使用するパッケージ。ワーク接続して使用するパッケージ。

複数の部門、担当者が利用する業務に対応。複数の部門、担当者が利用する業務に対応。

支店・事業所内で複数のオペレータが使用出来支店・事業所内で複数のオペレータが使用出来
るだけでなく、ＷＡＮ接続（専用線、ダイヤルアップ、るだけでなく、ＷＡＮ接続（専用線、ダイヤルアップ、
ＶＰＮ等）する事により、複数の支店、事業所で使ＶＰＮ等）する事により、複数の支店、事業所で使
用し、データを一元管理する事ができる。用し、データを一元管理する事ができる。

奉行シリーズの機能をさらに拡張するためのパッ奉行シリーズの機能をさらに拡張するためのパッ
ケージ。ケージ。

内容内容

----EBEB（ｴﾚｸﾄﾛﾆｯ（ｴﾚｸﾄﾛﾆｯ

ｸｸ･･ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ）ﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ）

1515～～2525万円万円25,27625,276本本StandaloneStandalone

8888～～258258万円万円
（（33～～2020ｸﾗｲｱﾝﾄ）ｸﾗｲｱﾝﾄ）4,6064,606本本LANPACKLANPACK

114114～～298298万円万円
（（33～～2020ｸﾗｲｱﾝﾄ）ｸﾗｲｱﾝﾄ）

1,0971,097本本新新ERPERP

定価定価
販売数量販売数量

（（0077/3/3期）期）製品製品
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当社のＰＫＧ・ＳＷ（機能別）当社のＰＫＧ・ＳＷ（機能別）
Ⅱ．事業領域

＊05年9月下旬より、順次「Ⅲシリーズ」にバージョンアップへ

財務会計システム ■勘定奉行２１Ver.Ⅱ ■建設奉行２１ Ver.Ⅱ

■勘定奉行２１ Ver.Ⅱ （個別原価管理編）

給与・勤怠・人事システム ■給与奉行２1 Ver.Ⅱ ■就業奉行２１ Ver.Ⅱ

■人事奉行２１ Ver.Ⅱ ■法定調書奉行２１
Ver.Ⅱ

販売・仕入在庫管理システム ■商奉行２１ Ver.Ⅱ ■蔵奉行２１ Ver.Ⅱ

固定資産管理システム ■償却奉行２１ Ver.Ⅱ

顧客管理システム ■顧客奉行２１ Ver.Ⅱ

申告書作成システム ■申告奉行２１ Ver.Ⅱ （法人税・地方税編）

■申告奉行２１ Ver.Ⅱ （内訳書・概況書編）

■申告奉行２１ Ver.Ⅱ （所得税編）

ｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ ■ＯＦＦＩＣＥ ＢＡＮＫ２１ Ver.Ⅱ

■ＯＦＦＩＣＥ ＢＡＮＫ２１ Ver.Ⅱ （資金集中・配分システム）



7

Ⅱ．事業領域

奉行シリーズの領域奉行シリーズの領域

奉行LANPACK

奉行Standalone

奉行新ERP

BＡＡＮ（蘭）
PeopleSoft（米）

ProActive（住商情報）

SuperStream（米）

GLOVIA-C（富士通）

OBIC7（ｵｰﾋﾞｯｸ）

SMILEα（大塚商会）

PCA・応研等

ｽｰﾊﾟｰｶｸﾃﾙ（内田洋行）

小規模企業 （年商１～5億円）

中規模企業
（年商5億～50億円）

大企業

（年商500億円以上）

中堅企業

（年商300億～500億）

（年商50億～300億円）

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

UNIX

オフコン

ｸﾗｲｱﾝﾄ
･ｻｰﾊﾞｰ

ＯｒａｃｌｅＡｐｐｌｃａｔｉｏｎ（米）

中堅企業

Jシステム 弥生・ソリマチ等

PCｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ

零細企業（年商0.5～1億円）

SOHO （年商0.2～0･5億円）

【他社システム】

SAP(独） R/3
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Ⅱ．事業領域

新ＥＲＰの特徴新ＥＲＰの特徴

自社の業務プロセスに合わせた自社の業務プロセスに合わせた
カスタマイズが可能

段階的なシステム導入が可能段階的なシステム導入が可能
カスタマイズが可能

1.1. 低コストの実現低コストの実現
必要に応じた最小限のカスタマイズで費用対効
果の高いシステム導入が可能。

業種別に用意されているソリューション製品群。

オプションコンポーネントによるコスト削減（ミニ
マム化）。

2.2. 短納期でのシステム構築が可能短納期でのシステム構築が可能
完成したパッケージをベースにした開発による
納期の短縮。。

オプションコンポーネントとの組み合わせによる
短納期を実現。

3.3. 既存システムとの融合既存システムとの融合

必要としている部分に新たなシステムを追加導
入・改善を行い、既存システム
（ R/3,GLOVIA,BaanERP等）と融合をすることに
より、最小限の投資で新たなシステムの構築が
可能。

1.1. システムアップによる導入システムアップによる導入

スタンドアロン→LANPACK→新ERP

2.2. 業務単位での導入可能とする業務単位での導入可能とする33つのつの
データベースデータベース

人：人事・給与・就業管理

物：販売・仕入・在庫・顧客管理

金：財務会計・固定資産・債権債務・法人税

コアプログラム（通常機能）にカスタコアプログラム（通常機能）にカスタ
マイズを加えた導入が可能マイズを加えた導入が可能

奉行新ERP＋追加カスタマイズ

カスタマイズ開発は、ほとんど開発パートナーが
担う。
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Ⅱ．事業領域

製品戦略の位置づけ製品戦略の位置づけ

業種別
（新ERP関して）

規模別

勘
定
勘
定
蔵蔵 商商 給
与
給
与

新新ERPERP
LANPACKLANPACK
スタンドアロンスタンドアロン

＊テンプレート対応＊テンプレート対応

ｵﾌﾟｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｵﾌﾟｼｮﾝｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

人
事
人
事受注請負業向け受注請負業向け

建設業向け建設業向け

製造業向け製造業向け

卸売業向け卸売業向け

奉行連動ソリューション奉行連動ソリューション

業務別
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オプションコンポーネントのコンセプトオプションコンポーネントのコンセプト

従来カスタマイズ対応していた機能の中で、複従来カスタマイズ対応していた機能の中で、複
数件同様の要望があったものについて汎用化数件同様の要望があったものについて汎用化
し、パッケージシステム化したもの。し、パッケージシステム化したもの。

新新ERPERP：カスタマイズした場合に比べ：カスタマイズした場合に比べ
1/31/3～～1/51/5程度のコスト程度のコスト。。

短納期でシステム構築短納期でシステム構築が可能。が可能。

オプションコンポーネントを利用したカスタマイオプションコンポーネントを利用したカスタマイ
ズも可能。ズも可能。

新ERP
＝PKG＋ｶｽﾀﾏｲｽﾞ

新ERP
＝PKG＋ｶｽﾀﾏｲｽﾞ

新ERP
＝PKG＋PKG（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

新ERP
＝PKG＋PKG（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

汎用化（02年末より）

オプションコンポーネントのメリットオプションコンポーネントのメリット

オプションコンポーネント概念オプションコンポーネント概念

◆方式による納期の比較（新ERPの場合）

スタンドアロン、
LANPACK

＝PKG＋PKG（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

スタンドアロン、
LANPACK

＝PKG＋PKG（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

技術転用（04年秋より）

Ⅱ．事業領域

11日～日～22週間週間11～～33（（66））ヶヶ月月11年以上年以上

新新ERPERP
（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）（ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）

新新ERPERP受託開発
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オプションコンポーネントの一覧オプションコンポーネントの一覧
Ⅱ．事業領域

○○商・蔵奉行２１新商・蔵奉行２１新ERPERP0303年年22月月CTICTI受注受付オプション受注受付オプション

○○勘定奉行２１新勘定奉行２１新ERPERP0303年年22月月手形管理オプション手形管理オプション

◎◎勘定奉行２１新勘定奉行２１新ERPERP0404年年88月月管理会計オプション管理会計オプション

◎◎商奉行２１新商奉行２１新ERPERP0202年年1212月月入金消し込みオプション入金消し込みオプション

○○商・蔵奉行２１新商・蔵奉行２１新ERPERP0404年年99月月ECECオプションオプション

◎◎人事奉行２１新人事奉行２１新ERPERP0404年年1111月月昇給賞与算定オプション昇給賞与算定オプション

◎◎
勘定奉行２１勘定奉行２１【【個別原価個別原価
管理編管理編】】新新ERPERP0404年年99月月外貨入力オプション外貨入力オプション

◎◎勘定奉行２１新勘定奉行２１新ERPERP0404年年66月月支払管理オプション支払管理オプションVerVer..ⅡⅡ

期待度期待度対応製品対応製品発売発売各種コンポーネント各種コンポーネント
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業種別テンプレートとは業種別テンプレートとは
Ⅱ．事業領域

顧客ニーズの高度化顧客ニーズの高度化
≫≫ OBCOBC製品の標準機能の範囲を超えて、業種に特化した処理が求め製品の標準機能の範囲を超えて、業種に特化した処理が求め
られている。られている。

≫≫ 業種ごとに一般的な業務フローにあわせた提案を行い、業種ごとに業種ごとに一般的な業務フローにあわせた提案を行い、業種ごとに
抱える課題解決に直接役立つ提案を用意。抱える課題解決に直接役立つ提案を用意。

そのその11手段として（例）手段として（例）
≫≫ 奉行シリーズ奉行シリーズ ＋＋ 奉行連動ソリューション奉行連動ソリューション

≫≫ 奉行シリーズ奉行シリーズ ＋＋ オプションコンポーネントオプションコンポーネント

≫≫ 新新ERPERPユーザーユーザー⇒⇒新新ERPERP＋業種別テンプレート＋業種別テンプレート



13

Ⅱ．事業領域

業種別トータルソリューション業種別トータルソリューション

従来、個々に提案していたプロダクトを一つの提案にしてお客様へ提供。

帳票カスタマイズ
項目・機能追加

奉行新ERPコアコンポーネント

販売仕入顧客会計財務人事給与就業

奉行ソリューション
DAC-Data Access Component

＋
既存システム

他社ERPシステム
カスタマイズ入力

オプションコンポーネント

従来、個々に提案していたプロダクトを一つの提案にしてお客様へ提供。

業種別トータルソリューション

カスタマイズ
奉行連動
ソリューション

ユーザー
ニーズ

オプション
コンポーネント

業種別
テンプレート

奉行新ERP

← OBC OBC パートナー ソリューションパートナー OESP→
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当社製品を支えるソリューション当社製品を支えるソリューション
Ⅱ．事業領域

連動ソフト連動ソフト

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ｶｽﾀﾏｲｽﾞｶｽﾀﾏｲｽﾞ

OBC

OESP
(OBC)

他社ｿﾌﾄ
ﾒｰｶｰ

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ ｶｽﾀﾏｲｽﾞｶｽﾀﾏｲｽﾞ 連動ソフト連動ソフト

OBC
OESP
(OBC)

他社ｿﾌﾄ
ﾒｰｶｰ

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ、ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ、LANPACKLANPACK、新、新ERPERP

業種別テンプレート業種別テンプレート

ユーザーユーザー

OBC

新新ERPERP
OBC OBC



15

Ⅱ．事業領域

成長の軌跡成長の軌跡①①

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

売
上
高
（
百
万
円
）

0

1 ,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

営
業
利
益
（
百
万
円
）

売上高

営業利益

売上高 5,869 8,079 10,245 12,471 10,910 11,268 12,443 13,702 14,573 14,939 16,986 

営業利益 1,659 2,395 3,891 5,600 3,914 4,351 5,528 6,192 6,118 5,744 6,440 

97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

新新ERPERP出荷開始出荷開始

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対応ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対応

WindowsNT,SQLWindowsNT,SQLｻｰﾊﾞｰ対応のｻｰﾊﾞｰ対応のLANPACKLANPACK出荷開始出荷開始

Y2KY2K特需特需

Windows98Windows98対応対応
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Ⅱ．事業領域

成長の軌跡成長の軌跡②②

ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対応ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ対応

＜＜WindowsWindows＞＞ ＜＜InternetInternet＞＞

Standalone+LANStandalone+LAN StandaloneStandalone＋＋LANLAN＋＋NETNET

中小企業 中小企業＋中堅企業 中小企業＋中堅企業＋金融機関＋会計事務所

WindowsWindows9595

LANLAN

＜＜Y2KY2K特需＞特需＞

.NET.NET

＜＜MSMS--DOSDOS＞＞

07/307/3期期

StandaloneStandalone

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ
環境環境

形態形態

95/1295/12期 01/301/3期期 期
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Ⅱ．事業領域

成長の軌跡成長の軌跡③③

業務業務++情報系情報系
（（WinWinﾌｫｰﾑﾌｫｰﾑ++
WebWebﾌｫｰﾑ）ﾌｫｰﾑ）

1313製品製品+EB+EB
（（LANLAN、ﾒﾀﾌﾚｰﾑ、、ﾒﾀﾌﾚｰﾑ、

WANWAN））

財務、給与、販売、財務、給与、販売、
仕入仕入ソリューションソリューション

.NET.NET方式方式
WANWAN
分散分散++集中集中

ｸﾗｲｱﾝﾄｸﾗｲｱﾝﾄ//ｻｰﾊﾞｰｻｰﾊﾞｰ
LANLAN
分散分散

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ

コンピュータ環境コンピュータ環境

10~80010~800名名10~30010~300名名5~505~50名名ユーザーユーザー
規模規模

C#C#CC､､VC++VC++BasicBasic開発言語開発言語

64bit64bit32bit32bit8bit8bit､､16bit16bit処理速度処理速度

.NET.NETWindowsWindowsMSMS--DOSDOSＯＳＯＳ

ジャンプジャンプステップステップホップホップ
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Ⅲ．事業内容

営業体制営業体制

1.1. ＴＶＣＭなどＴＶＣＭなど

2.2. セミナー方式セミナー方式
会計士、会計士、ITITコーディネーター、金融機関とのコーディネーター、金融機関との

タイアップなどタイアップなど

3.3. 展示会方式展示会方式

4.4. 無料体験スクール方式無料体験スクール方式

全員が日商簿記２級及びマイクロソフト認定技全員が日商簿記２級及びマイクロソフト認定技
術者の有資格者術者の有資格者
⇒⇒営業員でなくシステムコンサルタント営業員でなくシステムコンサルタント

–– 当社営業部員（システムコンサルタント）＋販売当社営業部員（システムコンサルタント）＋販売
パートナーでの顧客提案パートナーでの顧客提案

–– 当社＋販売パートナーによる独自イベント当社＋販売パートナーによる独自イベント

ユーザーユーザー
（約３５万社）（約３５万社）

販売店販売店
（約（約3,0003,000社）社）

当社当社
（全国１（全国１３３ヶ所の営業拠点）ヶ所の営業拠点）

地域密着型地域密着型

「奉行フォーラム」「奉行フォーラム」

「「OBCOBC戦略セミナー」戦略セミナー」

◆◆セミナーの開催例セミナーの開催例

ＴＶＣＭ中心ＴＶＣＭ中心 知識集約型知識集約型
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サービス・サポート体制サービス・サポート体制
Ⅲ．事業内容

一般一般
サポートサポート

ﾕｰｽｳｪｱﾕｰｽｳｪｱ

HPHP

OMSSOMSS
保守契約保守契約

奉行奉行
ｻﾌﾟﾗｲｻﾌﾟﾗｲ

ユーザーユーザー
サポートサポート

ﾛｼﾞｽﾛｼﾞｽ
ﾃｨｸｽﾃｨｸｽ

新新ERPERP
認定ﾊﾟｰﾄﾅｰ認定ﾊﾟｰﾄﾅｰ
制度制度

OBCOBCｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ
認定教育ｺｰｽ認定教育ｺｰｽ

MSMS社社
認定技術者認定技術者
教育ｺｰｽ教育ｺｰｽ

販売店販売店
サポートサポート

••サポートセンターのご利用サポートセンターのご利用

••プログラムディスク破損・紛失時の提供プログラムディスク破損・紛失時の提供

••上位システムへのアップグレード上位システムへのアップグレード

••最新製品へのアップグレード最新製品へのアップグレード

••機能改善版へのアップグレード機能改善版へのアップグレード

••OMSSOMSS会報誌「会報誌「TOPTOP NEWSNEWS」のご提供」のご提供

••法改正等への対応法改正等への対応

••その他

・新ＥＲＰのカスタマイ・新ＥＲＰのカスタマイ
ズを請負うことのできズを請負うことのでき
る開発パートナーのる開発パートナーの
認定制度認定制度

その他

・・OBCOBC奉行シリーズ奉行シリーズ
専用のオリジナルサ専用のオリジナルサ
プライ用品プライ用品

・訪問指導サービス・訪問指導サービス

・実践スクール・実践スクール
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部門別売上構成比（部門別売上構成比（0707年年33月期）月期）
Ⅲ．事業内容

ソリュー
ション
31.2%

関連製品
26.8%

サービス
42.0%

ソリューションソリューション
・新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫ、・新ＥＲＰ、ＬＡＮＰＡＣＫ、
ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ、太鼓判などｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ、太鼓判など
のﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄのﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄ
・地銀向けＥＢ・地銀向けＥＢ
（（OfficeBankOfficeBank))
・ｵﾌﾟｼｮﾝコンポーネント・ｵﾌﾟｼｮﾝコンポーネント

サービスサービス
・・保守契約料（ＯＭＳＳ）保守契約料（ＯＭＳＳ）
・スクール売上（ユースウェア）・スクール売上（ユースウェア）
・指導料売上（ユースウェア）・指導料売上（ユースウェア）
・都銀向けＥＢの月額使用料・都銀向けＥＢの月額使用料

関連製品関連製品
・サプライ品（専門帳票類）・サプライ品（専門帳票類）
・奉行連動ソリューション（他社製品）・奉行連動ソリューション（他社製品）
・新ＥＲＰのカスタマイズ・新ＥＲＰのカスタマイズ
・都銀向けＥＢの受託開発・都銀向けＥＢの受託開発

プロダクト
（ソリューション＋関連製品）
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Ⅲ．事業内容

ソリューションの業種別売上構成比ソリューションの業種別売上構成比

金融・保険関
係, 1%

情報処理産業,
2%

不動産業, 2%

公務, 1% 農林水産業,
1%

個人, 1%

卸・小売業,
25%

製造業, 21%

サービス業,
15%

建設業, 10%

教育関係, 2%

運輸業, 3%

医療関係, 2%

印刷出版, 2% 会計税理士,
3%

その他, 9%
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7,143

9,843

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

当社のＰＬ構造当社のＰＬ構造（（0077年年33月期）月期） Ⅲ．事業内容

6,440

7,048

3,498

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

賃借
料
5%

広告
宣伝
費
12%

研究
開発
費
24%

給与・
賞与
25%

その
他
34%

営業利益

売上原価

販管費

プロダクト
売上高

サービス
売上高

外注費
51%

労務費
2%

材料費
44%

経費
3%

労務費
61% 外注費

13%

経費
26%

（百万円） ◆◆プロダクトの売上原価プロダクトの売上原価

◆◆サービスの売上原価サービスの売上原価

＜ＰＬ＞＜ＰＬ＞ ＜部門＞＜部門＞

◆◆販管費販管費
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研究開発に注力研究開発に注力

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

R
&
D
（
百
万
円
）

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

R
&
D
/
売
上
高

R＆D

R&D/売上高

R＆D 883 897 979 1,128 1,302 1,419 1,672

R&D/売上高 8.10% 8.00% 7.90% 8.20% 8.93% 9.00% 9.80%

01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3

Ⅲ．事業内容
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Ⅲ．事業内容

当社の強み当社の強み

顧客満足度を常にチエック顧客満足度を常にチエック⑤⑤顧客主義顧客主義

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約、ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、ほかﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約、ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、ほか④④サービス・サポーサービス・サポー
トも重視トも重視

価格で価格で““勝負勝負””しないしない③③価格競争に巻き価格競争に巻き
込まれない。込まれない。

WindowsWindowsﾌｧﾝｸｼｮﾝ、新ＥＲＰほかﾌｧﾝｸｼｮﾝ、新ＥＲＰほか②②独自性がある。独自性がある。

中堅・中小企業中堅・中小企業//業務業務//ＭＳにフォーＭＳにフォー

カスカス
①①特定分野に特定分野に

フォーカスフォーカス

当社の特徴当社の特徴勝ち組企業勝ち組企業
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Ⅳ．市場における地位

市場における地位市場における地位①①
～財務管理パッケージの～財務管理パッケージの市場占有率市場占有率（（20020066年）～年）～

調査機関：株式会社富士キメラ総研 第二研究開発部門

調査期間：２００６年２月中旬～４月下旬

金額ベース

30.3

10.0

9.7

9.0

5.9

35.2

0 5 10 15 20 25 30 35 40

OBC

ＰＣＡ

弥生

ミロク情報サービス

応研

その他

シェアシェア

（％）（％）

「2006年パッケージソリューション・マーケティング便覧

年商：5～50億円
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Ⅳ．市場における地位

市場における地位市場における地位②②
～～販売販売管理パッケージの管理パッケージの市場占有率市場占有率（（20020066年）～年）～

調査機関：株式会社富士キメラ総研 第二研究開発部門

調査期間：２００６年２月中旬～４月下旬

金額ベース 「2006年パッケージソリューション・マーケティング便覧

24.0

22.4

14.8

14.4

24.4

0 5 10 15 20 25 30

OBC

大塚商会

内田洋行

弥生

その他

年商：5～50億円
シェアシェア

（％）（％）



27

Ⅳ．市場における地位

市場における地位市場における地位③③
～～人事給与人事給与管理パッケ管理パッケーージの導入シェア（ジの導入シェア（20020066年）～

28.6

11.1

11.1

8.7

40.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

OBC

大塚商会

弥生

ミロク情報サービス

その他

年商：5～50億円
シェアシェア

（％）（％）

「2006年パッケージソリューション・マーケティング便覧

年）～

調査機関：株式会社富士キメラ総研 第二研究開発部門

調査期間：２００６年２月中旬～４月下旬

金額ベース
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Ⅳ．市場における地位

市場における地位市場における地位④④
～～ＥＲＰＥＲＰパッケージの導入シェア（パッケージの導入シェア（20020066年度）～年度）～

国内中堅・中小企業ERP利用シェア調査（2006年5月～8月調査）

対象：全国3,000社の年商5億円以上500億円未満の民間企業。

件数ベース ノーク・リサーチ 「2006年民間企業のITアプリケーション利用実態と評価レポート」

17.5

18.7

8.8

0 10 20 30 40 50

奉行新ＥＲＰ

SMILEαｼﾘｰｽﾞ

Oracle EBS

その他

年商：5～50億円

シェアシェア

（％）（％）

9.1
10.4
8.7
6.8

5.5
4.3

42

6.6
6.6

0 10 20 30 40 50

奉行新ＥＲＰ
SMILEαｼﾘｰ
Ｏｒａｃｌｅ ＥＢＳ
R/3、mySAP
OBIC7

GLOVIA-C
SuperStream
MJSLINK
その他

年商：集計範囲すべて
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市場における地位市場における地位⑤⑤
・日経コンピュータの顧客満足度調査のERPパッケージ部門で2年連続 第１位をいただきました。

日経コンピュータ「第11回顧客満足度調査（ERPパッケージ部門）」

40.440.452.552.548.948.939.339.349.149.145.545.561.561.556.056.055.755.748.648.660160151.151.1全体全体

会社名会社名 （主要製品）（主要製品）

保
守
サ
ー
ビ
ス
の
料
金

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

バ
グ
対
応
の
迅
速
さ

価
格

運
用
管
理
の
容
易
さ

シ
ス
テ
ム
構
築
の
容
易

さ信
頼
性

機
能

性
能

導
入
や
初
期
設
定
の

容
易
さ

有
効
回
答
数

総
合
満
足
度

サポートに関するサポートに関する満足度満足度製品に関する満足度製品に関する満足度

日立製作所 （GEEMPLANET）

住商情報システム(ProActive)

SAPジャパン （R/3）

富士通 （GLOVIA）

日本オラクル （Oracle EBS）

エス・エス・ジェイ （SuperStream）

オービック （OBIC７）

ＯＢＣ （奉行新ＥＲＰ） 52.065.763.951.965.764.871.371.367.671.33665.6

49.349.357.357.357.357.345.345.354.754.746.746.766.766.756.056.062.762.752.052.0252555.355.3

33.333.347.047.051.551.543.543.553.653.643.543.558.058.053.653.647.847.853.653.6232350.350.3

23.023.043.243.242.842.817.717.739.239.232.732.765.765.758.858.857.157.132.632.610310344.644.6

40.140.151.051.046.146.139.039.049.249.245.145.160.660.650.850.850.850.849.649.6828249.649.6

36.536.553.553.549.649.634.134.151.251.246.546.562.862.852.752.757.457.442.642.6454550.350.3

42.042.051.151.144.744.748.948.954.654.651.851.863.863.863.163.163.163.154.654.6474756.356.3

49.549.560.860.856.656.650.550.560.060.054.354.362.962.961.961.963.863.859.059.0353558.758.7

991313773535424237375050414123231616

■ 対象顧客
新興市場を含む、全国の証券取引所に
上場している企業、および年商100億以上（流
通200億以上）の未上場企業1万2631社の情
報システム部門

■ 回答は４段階評価
（満足＝４、やや満足＝３、やや不満＝２、不
満＝１）その後100点満点に換算

重要度重要度

ミロク情報サービス(Galileopt) 54.454.455.055.051.751.745.045.046.746.745.045.063.363.351.751.751.751.753.353.3212151.651.6



http://http://www.obc.co.jpwww.obc.co.jp//
～ IR活動における個人情報取り扱い側窓口 ～
株式会社オービックビジネスコンサルタント 管理本部 高橋 電話 03-3342-1881

皆さまからお預かりする個人情報は、当社のＩＲ活動の向上を目的として収集しています。従って、この目的以
外にご記入いただいた内容や皆さまに関する情報を第三者に開示することはございません。
説明会の出欠管理に関しては野村ＩＲに委託しており、委託にあたっては同社の個人情報保護方針について
確認しております。
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